
目標達成に向けた取り組み 実施状況(主な事例）等 評価

(改革プランP6～P9）

①民間的経営手法の導入 C

　民間委託の推進

医療事務や保険請求事務、食事サービス提供業務、清掃
業務などの主要業務については、すでに外部委託し業務の
効率化を図っているが、今後は、委託内容の変更等による
委託料経費の削減に向け検討中。

C

　他の自治体病院との薬の共同入札

取扱規模の拡大により民間並みの落札率をめざし、他県の
自治体病院と薬の共同入札について模索はしたものの実
現のためにはいくつか問題点があり詳細を詰めるまでには
至っていない。

D

②事業規模・形態の見直し B

病床数の削減
訪問看護職員室、及び地域連携室担当職員の事務スペー
ス確保のため、令和元年６月１日からで病床数を58床から5
床減少し53床に削減。

B

診療所の廃止
令和2年3月31日付けで、錦高根診療所を廃止。現在、錦須
川診療所も休止中であり令和2年度末で廃止予定。

A

在宅医療の推進
平成3１年４月から看護師による本格的な訪問看護サービ
スの開始（介護保険対応の追加）。

B

③経費削減・抑制対策 C

　医薬品の共同購入
近年、薬については市立美和病院と共同購入できている
が、やり方についての更なる工夫や規模の拡大などまだ工
夫の余地がある。

C

　ジェネリック医薬品の採用品目の増加
ジェネリック医薬品への変更H30 20.9％→R1 19.2％(金額
ベース）H30 14.8％→R1 16.2％（数量ベース）

C

　在庫管理
医薬品については、有効期限にも注意しながら使用、購入
等の管理ができているが、診療材料についてはまだ効率的
管理のための工夫の余地が多いと思われる。

C

④中長期的な取組 A

　令和２年１月１日付けで、新規薬剤師１名を採用した。
A

　民間医師紹介業者から常勤医師１名を紹介され令和２年
４月１日付けで採用に至った。
令和２年度は、常勤医師4名体制となった。

A

　総合診療医育成プログラムへの参画 「長州総合診療プログラム」の連携施設として参画した。 A

令和２年３月３１日付けで、長年の課題であった電子カルテ
システムの導入に向け、導入契約を締結した。

A

レントゲン一般撮影装置の更新 B

　研修への参加
医療スタッフの資格の更新など必要な研修には参加でき
た。

A

岩国市病院事業新改革プラン

令和元年度目標達成に向けた取り組みの実施状況

（岩国市立錦中央病院）

　医療従事者の確保

　医療設備の更新



⑤施設の安全対策 D

　施設・設備改修 施設・設備の大規模改修は実施無し。 D

⑥収入増加・確保対策 B

　外来患者の処方期間を３ヶ月から１ヶ月に短縮することに
より収益の改善を試みた。

B

　夜間看護体制加算を中国四国厚生局に申請した。 B

患者満足度の向上
アンケートの実施により外来受診予約制の導入により待ち
時間の短縮を試みた。

B

　診療報酬請求漏れ・減点対策 減点額の減少(前年度比）（H30 569,674円→R1 968,543円） C

　未収金対策
過年度分の個人未収金額の減少(前年度比）115.5%
H30　47件　3,830,178円→R１　63件　4,424,394円

D

　健診事業への取り組み 一般健診は33％増、がん検診の件数が前年と同数 B

⑦消費税率改定に伴う影響 D

雑損失の増大

　国保連合会や全国自治体病院協議会といった団体を通
じ、消費税増税に対応した、診療報酬の改定を依頼してき
た。令和元年10月１日より消費税が改定された影響により
令和元年度の仮払い消費税による雑損失の額は
27,700,629円となり前年に比較し約130万円増額した。

D

評価基準：A目標通り達成　B概ね達成　Cある程度達成　D達成できていない

医業収入増加への努力



目標達成に向けた取り組み 実施状況(主な事例）等 評価

(改革プランP6～P9）

①民間的経営手法の導入 C

　民間委託の推進

医療事務や保険請求事務、食事サービス提供業務などの主要
業務については、すでに外部委託し業務の効率化を図ってい
る。
今後も民間に委託できる業務を検討し病院の経営改善を行い
たい。

C

　他の自治体病院との薬の共同入札

取扱規模の拡大により民間並みの落札率をめざし、他県の
自治体病院と薬の共同入札について模索はしたものの実現
のためにはいくつか問題点があり詳細を詰めるまでには
至っていない。

D

②事業規模・形態の見直し A

　病床数の検討
新病院基本構想において適正病床数を45床としている。
※現在60床⇒令和５年度45床

A

③経費削減・抑制対策 C

　医薬品の共同購入
近年、薬については市立錦中央病院と共同購入できている
が、やり方についての更なる工夫や規模の拡大などまだ工
夫の余地がある。

C

　ジェネリック医薬品の採用品目の増加
ジェネリック医薬品への変更H30 11.4％→R元 10.7％(金額
ベース）H30 14.3％→R元 14.9％（数量ベース）

C

　在庫管理
医薬品については、有効期限にも注意しながら使用、購入
等の管理ができているが、診療材料については効率的な管
理が行える体制を検討したい。

C

④中長期的な取組 A

　医療従事者の確保
令和２年２月に内科医師1名を採用したが、後任の院長の確
保はできなかった。

C

　総合診療医育成プログラムへの参画 「長州総合診療プログラム」の連携施設として参画した。 A

　医療設備の更新 フラットパネルセンサーシステム１台、パソコン26台の更新 A

　研修への参加
医師の研修日の確保や看護師等の各種研修会への参加が
できた。

A

⑤施設の安全対策 A

　病院移転・新築（耐震化）
美和病院建設事業に伴う地形測量を実施した。
造成工事を令和３年度、建設工事を令和４年度～５年度で
実施予定。

A

（岩国市立美和病院）

岩国市病院事業新改革プラン

令和元年度目標達成に向けた取り組みの実施状況



⑥収入増加・確保対策 B

　医業収入増への努力

経営改善の取り組みとして㈱日本経営に収益性分析・レセ
プト簡易調査を委託した。
報告では、短期的な取り組みとして診療報酬の各種加算の
取得、中・長期的な取り組みとしては地域包括ケア病床の導
入など病院機能の見直しについて報告を受けている。

B

患者満足度の向上 外来診療の予約制を導入し、待合時間の短縮を図った。 A

　診療報酬請求漏れ・減点対策 減点額の減少(前年度比）（H30 755,465円→R元 575,853円） A

　未収金対策
過年度分の個人未収金は増額となった。
(前年度比）4件38,194円増
H30　81件　4,425,493円→R元　85件　4,463,687円

D

　健診事業への取り組み
事業主健診、がん健診等の合計件数H30 683件⇒R元 689
件と前年度比100.9％増

B

⑦消費税率改定に伴う影響 D

雑損失の増大

国保連合会や全国自治体病院協議会といった団体を通じ、
消費税増税に対応した、診療報酬の改定を依頼してきた。
令和元年10月１日より消費税が改定された影響により令和
元年度の仮払い消費税による雑損失の額は26,317,083円と
なり前年23,177,410円に比較し約300万円増額した。

D

評価基準：A目標通り達成　B概ね達成　Cある程度達成　D達成できていない


